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Kazuaki IIDA 

1 .研究の目的

本研究は，生活綴方教育の始祖と呼ばれる小砂丘忠義(1897----1937)の行った

綴方教育の実際を搭き，そこに f自己一他者J概念を用いて考察を加えることに

より，小砂丘忠義の綴方教育における基本構造と思想、を明らかにし，生活綴方教

育生成期におけるその仕事の歴史的な意義と，現代につながる教育研究の課題と

を示そうとするものである O

日本における独自の教育とされ，その価値を論じられてきた生活綴方教育は，

小砂丘等によって戦前期に発行された雑誌 f綴方生活jにその生成が代表される

と考えられる O しかし，雑誌主幹たる小砂丘忠義の綴方教育に関する研究は未だ

十分ではない。特に彼の高知での教師時代に遡り，上京後の f綴方生活j編集者

時代を通覧して，現代に至る教育の問題を考察するという包括的視野において捉

えた研究は，十分な進展を見せていない。このことは，今自に至る「生活綴方教

育jの内実の認識を，一定のバイアスがかかった状態において変位させる原因に

もなっていると考えられる O

本研究では，小砂丘忠義の出自(高知時代)からたどってその教育実践と患想

形成の過程を確認し，上京後の言動との通覧を図る O そして，その独特な綴方教

育を「自己-他者j概念を用いることによって考察する O さらに彼が折々の現実

の教育問題に対処する姿を描きながら小砂丘の綴方教育における基本構造を析出

し，その教育思想を捉えていく O この作業は戦前の生活綴方教育における「教育

の事実jを描くことになるが，それは現代的教育研究の課題に有効に働くと考え

られる小砂丘の特異な性質を示すことにつながる O 議論は，教育史研究における

f1930年代論jという枠組みの中への小砂丘研究の位置付け，生活綴方教育の生
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成とその変位に関する歴史認識の一部を修正する提起へと展開される O

2.研究の課題と方法

上記の目的を達するために，先行研究の詳細な検討によって問とすべき事項を

特定し，原史料を収集，参照し，先行論が形成された経緯をたどりつつ，教育を

動かす構造と思想、のレベルにおいて考察する O これらは，次のそれぞれの課題を

設けることで議論される O

① ノト砂丘忠義が行った綴方教育の実際とはどのようなものだったか。

② 小砂丘の綴方教育(以下，小砂丘綴方教育)の基底はどのようなところにあ

ったのか。

①小砂丘綴方教育における「生活重視-表現技術重視jはいかに解釈されるべき

か。

④小砂丘綴方教育が持つ基本構造をどのようなものとして描くことができるか。

①小砂丘綴方教育が妊胎している思想とはどのようなものか。

⑥ 小砂丘綴方教育が提起する現代的課題とはどのようなものか。

3.論文の概要

第 l章「小砂丘綴方教育の事実jでは 小砂丘が当時の教育の場に現実に生起

させたもの-r教育の事実jを描き出した。今自における生活綴方教育受容の問

題に大きく関わる文章指導の問題に対花、するため，従前十分に検討されていなか

った子供向け綴方雑誌 f鑑賞文選jr綴方読本jを中心的史料とし，特に彼の文章

指導について検討した。

検討の結果，小砂丘志義の文章指導には，その技術，構成，意図という各面に

おいて有効な指導がされていることが確認された。それらは「基礎的な学力の保

障jを志向し， r作品によって，子供も大人も共に研究するj方向を持って教育を

開くという意味で麗期的な実践である O そこには彼が「連携Jr継続jを重視し，

「学校の内と外j とをつなぐ枠組みにおいて教育を考えていたことが見出される

が，これらの「事実jとは異なる今日的受容の様態に鑑み，教育事象の認識の変

位に関する課題を捉えることの重要性を指摘をした。

第 2章「小砂丘綴方教育の基底jでは 小砂丘高知時代研究における問題点を

探り，この時期における「変化」の存在を指摘した。 1917年師範学校を卒業後，

円。
ヴ
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教職に就いて三年自にその変化は現れ， r綴方の鬼jと言われた上京(1925)後

の小砂丘の姿がそこには既に存在していた。変化後の彼は，周留から危検視，自

眼視されながらも驚異的な活動を展開した。

ここには彼の「教育への確信jが存在したが，検討の結果，この小砂丘高知時

代における「変化Jの意味は 「内から外へjという認識の獲得であると結論され

た。そしてこのことは，小砂丘の「自己Jに対しての「他者jの出現であったと

考えられる O この「自弓-他者jを巡っての議論が小砂丘綴方教育研究の新た

な可能性を開く鍵となることを示唆し 同時にそれが彼の綴方教育の基底にある

という認識を示した。

第 3章「小砂丘綴方教育における「生活重視-表現技術重視JJでは，彼が教育

雑誌 U~方生活j を基点として全国を舞台に活躍した1930年代において，いかに

教育の現実に対処したかを検討した。先行論によると 綴方指導における「生活

重視jから「表現指導重視jへの力点の移動を根拠として「小砂丘の転毘jを見

取る立場があるが，本研究では小砂丘が表現技術指導に傾いていった事情に絡め

て，彼の言動に新たな解釈を加えた。

小砂丘は上京後，慎重にではあったが深くプロレタリア教育から影響を受け，

その消化の結果として 「表現技術指導重視jと f意欲重視jを綴方教育の進むべ

き道とした。そこには「社会主義的国家の実現jという「目的Jを， r表現技術j

という「科学的な方法Jによって支えるという構図が存在する O さらに， r自己J

に対する「他者Jの開示が綴方教育の場面にも反映され 「生活重視jの面には

「自己を書く jことが 「表現技術重視jの面には「他者と対峠させることjが要

求される事態を確認することができた。

第 4章「小砂丘綴方教育の基本構造jでは， r自己Jr他者Jに関する考察，及

びその構成を行い， r小砂丘綴方教育の基本構造jを描いた。先行論における，

「アナーキストJr近代的自我の確立を願う近代論者jといった「自己j概念に疑

義を呈した， r自己と自然の分離Jr対自的な認識と交感J(中内敏夫)に関する議

論を発展的に検討し 小砂丘における「他者j概念との関連において「自己jの

課題を整理した。

検討の結果，小砂丘における「自己Jとは，一度明確に「他者Jから分離され，

f自己jは「他者jを前にして十全に開いていることが確認された。この「他者の

受容Jに「動くJという事態を取り込み 「新しき自己の意識に生きるjことを自
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指す f小砂丘綴方教育の基本構造Jを， (1自己jと「他者」を一度「分離jする O

「自己jは f分離jされた「他者Jを受容する o 1受容jの際， 1動く jことが「自

己jの側に生じる o 1動く jことによって， 1自己jは「新しい自己jとなり， 1創

造jが生まれる。〕として提示した。

第 5章川¥砂丘綴方教育の思想Jでは，小砂丘忠義の綴方教育が内包する思想、

を考察した。先行論においては， 1完人J1土着の思想、J1原始子供jといった把握

がされているが，これらの概念では小砂丘の教育思想を表すに不十分であると考

えられた。

検討の結果，小砂丘の教育思想の中核は，先行論を代表する「原始子供jとい

った特定の概念というよりは，教育を開く視点として彼の綴方教育に触れる者達

に対して発せられた「相対的自立性jというエートスと考えるべきであること，

それは教育という仕事に当たるに，その営為を行う自分自身においてドグマに路

ることなく，常に世界に向かつて自らを開き，現実に相対することを促す， 1眼に

見えぬ物へのまなざしjを持たせようとする，いわば教育の認識装置であること

を述べた。

第 6章 f小砂丘綴方教育と現代jでは， 1930年代における教育の状況と歴史と

しての描かれ方を概観し，向時代に発行された教育雑誌『綴方生活.Lその編集主

幹である小砂丘忠義の教育思想、が持つ意味を検討した。民主的な動きがファシズ

ムの台頭によって抑圧され，前者が後者に対抗するというこ項対立的な枠組みに

関する疑義は，先行する1930年代論においての重要な指摘であるが，そこに歴史

の「連続-不連続jを絡めて検討を行った。

その結果，小砂丘忠義等による f綴方生活j誌を，この二項対立的な枠組みで

捉える史観，具体的には，教育科学研究会と生活綴方運動に連続性を付与する中

で， Ir綴方生活.JJ-r生活学校.JJ-教育科学研究会j という流れとして一括された

歴史認識に疑問を呈し，小砂丘の教育思想、をそこから切り離して取り出した。そ

して， 1930年代論に生活綴方教育の角度から切り込み，現代の教育を照らす大切

な視点を得ることの可能性を指摘した。

終章においては，本研究の成果をまとめ，生活綴方教育成立前史として「自

己-他者J論から検討することの有効性を述べた。芦田恵之助，鈴木三重吉とい

う留語教育史における重要な人物による綴方教育の在り方を，この論点から読み

直すことが必要と考えられる O
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4.今後の課題

今後の課題としては，本研究の成果を踏まえ， I戦前・戦中・戦後の通覧JIグ

ローパリズムと生活綴方教育jという視点で教育研究を行うことが挙げられる O

1
i
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